
【別紙】

学童クラブ
開設準備支
援事業

学童クラブ開設準備
支援に係る開所前の
賃借料

子供家庭支
援区市町村
包括補助事
業

非常通報装置「学校
110番」の設置に要
する費用

区　　分 補助対象経費

　ア　常勤職員の放課後児童支援員を２名以上配置する場合

　イ　ア以外の場合

　ア　常勤職員の放課後児童支援員を２名以上配置する場合

　ア　常勤職員の放課後児童支援員を２名以上配置する場合

３　放課後
児童クラブ
支援事業

放課後児童クラブ支
援事業の実施に要す
る経費

４　放課後
児童クラブ
育成支援体
制強化事業

放課後児童クラブ育
成支援体制強化事業
の実施に必要な経費

５　放課後
児童支援員
キャリア
アップ処遇
改善事業

放課後児童支援員
キャリアアップ処遇
改善事業の実施に必
要な経費

障害児受入れのため
の研修経費及び環境
を整備するためのコ
ンサルティング経費

多様な遊び・体験活
動を充実するため
の、講師謝礼や備品
購入等の経費

  ①平日分(１日６時間を超え、かつ、午後６時を超えて開所する場合)
　　１日６時間を超え、かつ、午後６時を超えて開所する時間の
       年間平均時間数 ×421,000円

　②長期休暇等分（１日８時間を超えて開所する場合）
　　１日８時間を超えて開所する時間の年間平均時間数×190,000円

放課後児童育成事業
の実施に要する経費
（飲食物に係る経費
を除く。）

　イ　ア以外の場合

　イ　ア以外の場合

備考
　１　支援の単位とは、補助対象事業における支援の提供が、 同時に又は複数の利用者に対して一体的に行わ
　　れるものをいう。
　２　放課後児童健全育成事業は、年間開所日数250日以上の事業を対象とする。
　３  放課後児童健全育成事業、放課後児童クラブ支援事業、放課後児童クラブ育成支援体制強化事業及び放課
　　後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業について、事業実施月数（１月に満たない端数を生じたときは、
　　これを１月とする。）が12月に満たない場合には、補助基準額ごとに算定された金額に事業実施月数を12
　　で除した数を乗じた額（１円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。）とする。

中央区民設民営学童クラブ運営費補助金交付要綱（東京都認証学童クラブ事業の認証を受けた者）

放課後子ども環境整
備事業の実施に要す
る経費

中央区民設民営学童クラブ施設整備費補助金交付要綱

放課後子ど
も環境整備
事業

  放課後児童クラブ設置促進事業（１事業所の単位当たり年額）

区　　分 補　助　基　準　額

  １事業所当たり年額12,000,000円
　（ただし、開所のための準備経費を含む場合は１事業所当たり12,600,000円）

  学童クラブ開設準備支援事業
  １支援の単位当たり年額　4,425,000円（開所前の賃借料３か月分）

  非常通報装置「学校110番」の設置補助
  設置費用　300,000円

補助対象経費

補　助　基　準　額

１　放課後
児童健全育
成事業

２　放課後
子ども環境
整備事業

６　東京都
認証学童ク
ラブ事業

　放課後児童クラブ障害児受入促進事業
  障害児を受け入れるために必要な改修、設備の整備、修繕及び備品購入
  （１事業所当たり年額 1,000,000円）

放課後子ども環境整
備事業の実施に要す
る経費

(1)　障害児受入推進事業（障害児は療育手帳、身体障害者手帳を所持す
　  るなど放課後児童健全育成事業実施要綱別添３に定められた児童を受
　　け入れるため、必要な専門的知識を有する放課後児童支援員を区が認
　　めた上で配置した場合）
   (１支援の単位当たり年額　2,059,000円）

(2)　放課後児童クラブ運営支援事業
　　賃借料等補助（学校敷地外の民家、アパート等を活用して実施する場合）
　（１支援の単位当たり年額　10,620,000円）
　
(3)　放課後児童クラブ送迎支援事業
　（１支援の単位当たり年額　4,723,000円）
　（送迎に使用する車両に関しては燃料費のみを補助の対象とする。）

　遊び及び生活の場の清掃等の運営に関わる業務や児童が学習活動を自主的
に行える環境整備の補助等、育成支援の周辺業務を行う職員の配置等に必要
となる費用を補助
　　1,500,000円（１支援の単位当たり年額）

（１）～（３）の合計額（１支援の単位当たり年額）

（１）放課後児童支援員を配置
　　　　対象職員１人当たり　　131,000円

（２）概ね経験年数５年以上の放課後児童支援員で、一定の研修を
      受講した者を配置
　　　　対象職員１人当たり　　263,000円

（３）（２）の条件を満たす概ね経験年数10年以上の放課後児童支
　　　援員で、事業所長（マネジメント）的立場にある者を配置
　　　　対象職員１人当たり　　394,000円

※ １支援の単位当たりの基準額は、919,000円を上限とする。

　　①構成する児童の数が35人以下の支援の単位
　　 　6,552,000円－(36人－支援の単位を構成する児童の数)×26,000円

　　①構成する児童の数が35人以下の支援の単位
　　 　4,868,000円－(36人－支援の単位を構成する児童の数)×26,000円

  ①平日分(１日６時間を超え、かつ、午後６時を超えて開所する場合)
　　１日６時間を超え、かつ、午後６時を超えて開所する時間の
       年間平均時間数 ×671,000円

　　②構成する児童の数が36人以上45人以下の支援の単位
　　 　6,552,000円

　②長期休暇等分（１日８時間を超えて開所する場合）
　　１日８時間を超えて開所する時間の年間平均時間数×302,000円

　　②構成する児童の数が36人以上45人以下の支援の単位
　　 　4,868,000円

(2)　開所日数加算額（１支援の単位当たり年額）

(1)　基本額（１支援の単位当たり年額）

　（長期休暇期間に１日８時間以上開所する場合）
　　　（年間開所日数－250日）×26,000円

　（長期休暇期間に１日８時間以上開所する場合）
　　　（年間開所日数－250日）×20,000円

(3)　長時間開所加算額（１支援の単位当たり年額）

(1)　基本額
　　 6,187,000円（１支援の単位当たり年額）

(2)　長時間開所加算
　　 午前８時より前や午後７時を超えて開所する場合
　　 　「午前８時より前の時間」及び「午後７時を超える時間」の
　　　 　　　　　　　年間合計時間×1,700 円（１支援の単位当たり年額）
　　　（年間合計時間の30分未満は切り捨て、30分以上は切り上げて算出）

(3)　常勤複数配置加算
　　 １(1)アに該当する場合
　　　2,000,000 円（１支援の単位当たり年額）

(4)　場所の複数確保加算
　　 専用区画とは別に、体を動かす遊びや体験活動を行う場、静養でき
   る場などを設け、学童クラブでの過ごし方を選択できるよう取り組ん
   でいる場合
　　 1,929,000 円（１支援の単位当たり年額）
　　 （専用区画とは別に確保する場は、児童１人につき1.65 ㎡以上の有効面積を
　　　 確保すること。)

(5)　障害児加配加算
　　 ３(1)による補助を受けている場合
　　　1,500,000 円（１支援の単位当たり年額）

東京都認証学童クラ
ブ事業のうち、放課
後児童健全育成事業
の実施に要する経費
（飲食物に係る費用
を除く。）及び放課
後児童クラブ支援事
業の実施に要する経
費から、１から３ま
での各区分における
補助基準額をそれぞ
れ控除した額（これ
により補助対象経費
が０円を下回る場合
は、０円とする。）
の合計額

(6)　障害児受入環境整備加算
　　 1,000,000円（１事業所当たり年額）

(7)　遊び・体験充実加算
　　 1,500,000円（１支援の単位当たり年額）


